
第
49
回
教
育
講
座
が
、

７
月
26
日
（
土
）
に
、

県
民
文
化
ホ
ー
ル
多
目

的
室
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
午
前
中
の
全
体

会
と
午
後
の
教
科
・
サ
ー

ク
ル
別
分
科
会
で
、
の

べ
１
２
０
名
で
し
た
。

午
前
中
の
全
体
会
で

は
、

福
田

八
重

さ
ん

（
帝
京
科
学
大
学
准
教

授
）
が
講
師
。
「
子

ど
も
・
先
生
・
保
護

者
・
地
域
も
み
ん
な
ぁ

で
幸
せ
に
な
る
学
校

を

～
人
生
を
励
ま

し
合
え
る
学
校
と
教

職
員
集
団
作
り
～
」

と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
田
さ
ん
は
、
高

知
県
生
ま
れ
。
自
分

の
半
生
を
ひ
も
と
き

な
が
ら
、
い
じ
め
ら

れ
た
体
験
な
ど
も
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
経
験
か
ら
、
大

学
の
研
究
者
と
し
て

「
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
」
・
「
ど
の
よ

う
な
生
徒
指
導
が
求
め

ら
れ
る
の
か
」
と
い
う

研
究
を
さ
れ
つ
つ
、
東

京
都
の
足
立
区
で
は
採

用
さ
れ
て
間
も
な
い
先

生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。次

の
よ
う
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
特
に
、
い
じ
め
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
、
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

次
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
い
じ
め
の

進
行
は
、
①
孤
立
化
。

誰
も
自
分
の
こ
と
を
助

け
て
く
れ
な
い
と
い
う

状
況
を
作
り
出
す
。
こ

の
段
階
で
は
、
い
じ
め

ら
れ
か
け
て
い
る
子
ど

も
＝
か
ら
か
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
段
階
の
子
ど

も
に
気
づ
け
る
よ
う
、

自
分
た
ち
教
師
の
対
応

に
も
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
②
無

力
化
。
自
分
に
は
価
値

が
な
い
と
思
い
込
ま
さ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
。
あ
な
た
に
は
あ
な

た
の
個
性
と
価
値
が
あ

る
と
伝
え
て
い
か
ね
ば

と
思
い
ま
す
。
③
透
明

化
。
い
じ
め
が
日
常
化

し
て
し
ま
い
、
そ
の
子

に
対
す
る
行
動
が
問
題

と
し
て
回
り
の
人
た
ち

に
認
識
さ
れ
な
い
と
い

う
状
況
。
何
と
か
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

に
目
を
配
ら
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
自
分
の

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち

を
思
い
出
し
な
が
ら
、

ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、

あ
ら
た
め
て
振
り
か
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
」

午
後
か
ら
は
、
県
内

の
民
間
教
育
サ
ー
ク
ル

が
中
心
に
な
っ
て
、
教

科
別
・
課
題
別
の
分
科

会
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
開
催
さ
れ
た
の
は
、

①
社
会
科
教
育
（
高
知

県
歴
史
教
育
者
協
議
会
）
、

②
算
数
・
数
学
教
育

（
高
知
県
数
学
教
育
協

議
会
）
、
③
理
科
教
育

（
科
学
教
育
研
究
協
議

会
・
高
知
科
学
サ
ー
ク

ル
学
習
会
）
、
④
美
術

教
育
（
高
知
美
術
教
育

を
す
す
め
る
会
）
、
⑤

生
活
指
導
（
高
知
県
生

活
指
導
研
究
協
議
会
）
、

⑥
障
害
児
教
育
（
全
国

障
害
者
問
題
研
究
会
高

知
支
部
）
、
⑦
平
和
教

育
（
高
知
県
平
和
学
習

研
究
会
）
の
七
つ
で
し

た
。社

会
科
教
育
は
、
会

場
を
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー

に
移

し
、

刻
書

土
器

（
写
真
・
右
下
）
な
ど

の
実
物
を
見
な
が
ら
の

学
習
で
し
た
。

生
活
指
導
に
は
、
全

体
会
講
師
の
福
田
さ
ん

も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他

の
分
科
会

も
、
県
内

外
の
講
師

か
ら
お
話

し
を
聴
く

な
ど
、
工

夫
し
た
開
催
を
し
て
い

ま
す
。
休
憩
を
挟
ん
で

の
、
前
・
後
半
の
分
科

会
２
講
座
。
ど
の
分
科

会
も
、
二
学
期
か
ら
の

実
践
に
役
立
つ
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

次
年
度
は
50
回
。
ま

た
新
た
な
学
び
が
出
来

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
民
間
教
育
サ
ー
ク
ル

の
紹
介
チ
ラ
シ
は
、
高

知
県
教
組
HP
の
「
様
々

な
県
内
の
活
動
」
の
所

に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
覧
下
さ
い
。
そ
の
チ

ラ
シ
に
は
連
絡
先
な
ど

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
）

（
実
行
委
員
長
・

北
代
い
づ
み
）
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全教職員
配布

読んでね

戦
後
80
年
。
金
高

堂
書
店
で
は
フ
ェ

ア
も
。
そ
の
中
の

１
冊
。
高
畑
勲
さ

ん
『
君
が
戦
争
を

欲
し
な
い
な
ら
ば
』

（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）

▼
10
年
前
の
岡
山
で
の
講

演
録
。
読
ん
で
み
て
今
で

も
通
用
す
る
指
摘
が
沢
山
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
▼

「
責
任
を
決
し
て
明
ら
か

に
せ
ず
、
追
及
せ
ず
、
た

だ
、
ず
る
ず
る
と
押
し
流

さ
れ
て
い
く
、
私
た
ち
の

ず
る
ず
る
体
質
と
空
気
を

す
ぐ
読
む
驚
く
べ
き
同
調

気
質
と
は
残
念
な
が
ら
い

ま
も
70
年
余
前
も
ち
ょ
っ

と
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
自
分
も
含
め
こ
の
体

質
と
気
質
が
本
当
に
怖
い

の
で
す
。
だ
か
ら
憲
法
９

条
は
最
後
の
歯
止
め
と
し

て
絶
対
に
変
え
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」
▼
80

年
間
「
戦
後
」
で
あ
り
続

け
た
事
は
大
事
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

戦
争
へ
の
道
の
反
省
は
十

分
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

の
か
。
極
右
的
な
言
動
と

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が

横
行
す
る
中
で
、
今
こ
そ

道
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
決

意
し
て
い
ま
す
。
（
和
）

お城下

県教組HPは

↓こちらから

学
び
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

７
／
26
、
第
49
回
教
育
講
座
、
開
催
！



今
、
学
校
現
場
は
、

「
人
」
が
足
り
て
い
ま

せ
ん
。
代
替
未
配
置
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
今
の
教
職
員
定

数
で
は
、
一
人
が
担
う

業
務
量
が
あ
ま
り
に
も

多
す
ぎ
ま
す
。
長
時
間

過
密
労
働
が
常
態
化
し
、

目
の
前
の
多
様
な
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
に
対

応
す
る
事
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
精
神
的
に
疲

れ
果
て
て
い
る
の
が
、

実
態
で
す
。
抜
本
的
な

教
職
員
定
数
改
善
・
学

級
定
数
改
善
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
教
育
予
算

増
を
実
現
し
な
い
限
り
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
」
か
ら
は

抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
全
日
本
教

職
員
組
合
＝
全
教
で
は
、

毎
年
「
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
す
す
め
る
会
」

を
作
り
、
教
育
予
算
増

や
教
職
員
定
数
改
善
な

ど
を
求
め
る
「
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る

全
国
署
名
」
（
以
下
、

教
育
署
名
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
す
で
に

開
始
か
ら
35
年
。
累
計

で
は
、
４
億
８
千
万
筆

を
集
め
て
い
る
一
大
署

名
で
す
。
こ
の
と
り
く

み
の
中
で
、
国
レ
ベ
ル

の
小
学
校
35
人
学
級
を

実
現
さ
せ
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
に

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

す
す
め
る
た
め
の
様
々

な
前
進
を
実
現
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

全
国
は
、
７
月
４
日

（
金
）
に
東
京
で
ス
タ
ー

ト
集
会
を
開
催
し
、
全

国
各
地
で
署
名
が
進
ん

で
い
ま
す
。
高
知
県
で

も
、
８
月
２
日
（
土
）

15
時
か
ら
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
署
名
の
高
知

県
ス
タ
ー
ト
集
会
を
行

い
ま
し
た
。
署
名
の
推

進
団
体
で
あ
る
「
子
ど

も
と
教
育
を
守
る
高
知

県
連
絡
会
（
略
称
・
子

連
）
」
が
主
催
し
て
、

約
20
名
が
参
加
。
現
在

の
高
知
県
の
学
校
現
場

の
問
題
点
（
教
員
不
足

の
現
状
な
ど
）
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
今
年
度
の

教
育
署
名
の
重
点
内
容

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
に
出
て
、
街
頭
署
名

を
実
施
。
11
名
参
加
で

約
30
分
で
41
筆
を
集
め

ま
し
た
。
公
立
・
私
立

を
合
わ
せ
て
県
内
３
万

筆
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
、

県
内
各
地
で
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
の
教
育
通
信
と

一
緒
に
署
名
用
紙
も
お

送
り
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
年
も
平
和
七
夕
が

高
知
市
の
中
心
街
・
京

町
商
店
街
（
写
真
・
左
）

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
公

立
学
校
か
ら
は
６
校
が

参
加
し
ま
し
た
。
６
月

29
日
か
ら
７
月
27
日
ま

で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
和
を
願
う
夏
の
風
物

詩
。
戦
後
80
年
の
今
年
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

戦
禍
が
各
地
で
起
こ
っ

て
い
る
今
年
、
改
め
て

世
界
の
平
和
を

強
く
願
い
ま
す
。

ま
た
、
幡
多

地
区
で
は
、
幡

多
地
区
平
和
七

夕
祭
と
し
て
、

三
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
①

四
万
十
市
中
村

天
神
橋
商
店
街

で
29
団
体
が
参

加
し
て
６
月
30

日
か
ら
７
月
24
日
ま
で

②
宿
毛
市
宿
毛
駅
構
内

で
14
団
体
が
参
加
し
て
、

７
月
１
日
か
ら
22
日
ま

で
。
③
土
佐
清
水
市
で

も
、
清
水
パ
ル
・
エ
ブ

リ
デ
イ
キ
ッ
チ
ン
で
清

水
地
区
労
・
新
婦
人
ら

が
中
心
に
な
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
四
万
十
町

で
も
例
年
と
同
じ
く
、

三
つ
の
「
道
の
駅
」
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
終
結
か
ら
80
年

の
夏
、
平
和
へ
の
誓
い

を
今
一
度
新
た
に
し
た

い
も
の
で
す
。
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教育署名にご協力下さい！

今年度のスタート集会行われる

願
い
を
込
め
た
平
和
七
夕

採
用
審
査
頑
張
っ
て
！
模
擬
面
接
を
実
施

７
月
19
日
（
土
）
、
明
日
を
開
く
連
続
講
座
・
二
次
審
査
対
策
模
擬
面
接
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
学
校
受
審
者
13
名
、
中
学
校
受
審
者
10
名
、
高
校
受
審
者
３

名
、
特
別
支
援
受
審
者
１
名
、
養
護
教
諭
受
審
者
５
名
、
栄
養
教
諭
受
審
者
１

名
と
い
う
人
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
々
、
大
学
生
の
講
座
受
講
者
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
中
に
は
、
職
場
の
組
合
員
が
声
を
か
け
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
臨
教
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
部
の
学
習
会
に
参
加
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
こ
の
模
擬
面
接
で
、
さ
ら
に
つ
な
が
り
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
１
階
受
付
横
に
設
け
ら
れ
た
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
青
年
部
を
は
じ

め
組
合
員
が
熱
心
に
質
問
を
す
る
受
講
者
の
話
を
聞
き
、
そ
の
疑
問
や
思
い
に

応
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
つ
な
が
り
も
、
今
後
、
受
講
者
の
方
が
採

用
さ
れ
着
任
し
た
際
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

現
場
の
願
い
と
は
反
対
に
、
高
知
県
の
採
用
審
査
の
日
程
は
年
々
早
ま
り
、

臨
教
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
知
県
教
組
・

高
教
組
は
、
が
ん
ば
る
臨
教
を
全
力
で
応
援
す
る
と
と
も
に
、
未
来
の
仲
間
た

ち
を
支
援
す
る
と
り
く
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。



６

月
に

給
特

法
は

「
改
正
」
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
も
こ
の
教

育
通
信
（
６
月
号
参
照
）

で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
。

今
回
は
、
そ
の
国
会

審
議
の
中
で
、
「
改
正
」

さ
れ
る
時
に
参
議
院
文

教
科
学
委
員
会
で
行
わ

れ
た
「
附
帯
決
議
」
を

抜
粋
の
形
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

左
の
囲
み
を
ご
覧
下

さ
い
。

そ
も
そ
も
、
附
帯
決

議
と
は
、
衆
議
院
・
参

議
院
の
委
員
会
が
法
律

案
を
審
議
し
可
決
す
る

際
に
、
不
十
分
な
点
の

指
摘
な
ど
、
委
員
会
の

審
議
中
に
出
さ
れ
た
問

題
点
等
に
つ
い
て
考
え

方
を
ま
と
め
て
、
採
決

の
際
に
示
す
決
議
の
こ

と
で
す
。
条
文
に
は
含

ま
れ
な
い
の
で
法
的
拘

束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
議
会
の
意
思

や
理
念
が
示
さ
れ
て
い

る
た
め
、
政
府
や
地
方

行
政
の
執
行
部
は
蔑
ろ

に
は
で
き
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
こ

の
段
落
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
参
照
し
て
、

ま
と
め
ま
し
た
。
）

こ
う
し
た
問
題
点
が

あ
る
と
審
議
の
中
で
認

め
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、

そ
の
指
摘
し
た
点
の
改

善
を
求
め
て
い
く
こ
と

は
当
然
で
す
。

高
知
県
教
組
で
は
、

こ
れ
か
ら
秋
の
賃
金
労

働
条
件
確
定
闘
争
な
ど

の
運
動
の
中
で
、
附
帯

決
議
の
項
目
の
具
体
化

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

附
帯
決
議
の
内
容
に

反
す
る
よ
う
な
実
態
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
高
知
県

教
組
に
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
働
き
や
す

い
職
場
を
作
る
た
め
に
、

一
緒
に
運
動
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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教職員と家族を守って3５年

右のＱＲコードから見積り依頼を⇒

お問合せは代理店ケンキョーまで ☎ 0120-459-813

公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の

一部を改正する法律案に対する附帯決議 （抜粋）

参議院文教科学委員会

一、教育職員の時間外在校等時間を令和十一年度までに一箇月当たり平均三十時間程度に
縮減するという～（中略）当該目標は、一箇月当たり三十時間程度までは時間外在校等
時間を認めるという趣旨ではなく、その一層の縮減が必要であることについて、学校、
教育委員会、保護者、地域等に対して周知すること。

四、時間外在校等時間を形式的に上限の範囲内とするために、休憩時間、並びに週休日・
休日を含めて、実際の時間外在校等時間より短い時間を記録することのないよう周知徹
底すること。また、校長等が虚偽の時間外在校等時間を記録させることがあった場合に
は、信用失墜行為として懲戒処分等の対象となり得ることについても周知すること。

五、時間外在校等時間の上限時間を遵守することのみを目的として、自宅等への持ち帰り
業務を増加させることがあってはならないことについて、周知徹底すること。（中略）
持ち帰りを行わずに済むよう、人員の配置拡充、業務の削減等の必要な取組を実施する
こと。

六、学校における働き方改革の目的は、子供一人一人の特性や関心に応じた学びの実現で
あり、その目的のため、教育課程の編成の在り方について専門的な議論を深めるととも
に、教職員定数の改善などの教育条件の整備も一体として同時に進めること。

七、学校における働き方改革については、学校の設置者であり、教職員の服務を監督する
教育委員会が、（中略）学校を支援する取組について主体性を持って実施することが必
要である。（中略）また、国は、常勤職員と同等の職務を遂行している臨時的任用教員
の給与決定について、総務省通知から二級発令とすることが可能であることを任命権者
である教育委員会に周知徹底すること。併せて、二級発令とした場合、義務教育費国庫
負担金において財政措置がされることも周知すること。

九、国は、服務監督教育委員会及び校長には自己の監督する教職員について、安全配慮義
務があり、業務時間・業務内容を把握した上で業務量を適切に調整するなどの措置を取
る必要があることについて周知すること。併せて、安全配慮義務を怠った場合には、損
害賠償にも及ぶ可能性があることについても教育委員会と校長に周知徹底すること。

（後略）

十六、国は、教育職員の業務の縮減のため、教育職員の担当授業時数を軽減するための教
育課程の実施と抜本的な教職員定数の改善に努めること。また、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー、教員業務支援員等の学校における専門スタッフの配置
の一層の拡充及び処遇改善に努め、地方公共団体の財政力に起因した配置の格差が生ず
ることのないよう、必要な財政措置を講ずること。（後略）

★21項目まであります。 ★ゴチック体は、編集作業によるものです。。

附
帯
決
議
を
生
か
し
た
教
育
施
策
を
！



【
タ
テ
の
カ
ギ
】

１
．
新
築
の
劇
場
な
ど

の
最
初
の
興
業

２
．
食
事
の
後
は
、
礼

儀
正
し
く
○
○
○
○

○
○

３
．
ペ
リ
カ
ン
目
ウ
科

の
海
鳥

４
．
赤
岡
で
、
毎
年
７

月
19
日
・
20
日
に
行

わ
れ
る
祭
り
。
町
中

で
屏
風
を
鑑
賞
。

７
．
○
○
は
世
に
つ
れ
、

世
は
○
○
に
つ
れ

10
．
く
っ
つ
き
ワ
ー
ド

ま
○
○
、
は
○
○
ず

み
、
○
○
ん

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

１
．
お
遍
路
さ
ん
が
手

に
持
つ
杖

５
．
○
○
魍
魎

６
．
温
暖
前
線
の
前
面

に
よ
く
出
来
る
、
シ

ト
シ
ト
雨
を
降
ら
せ

る
雲

８
．
磯
野
家
の
ペ
ッ
ト

の
ネ
コ
の
名
前
は

９
．
鶏
肉
の
刺
身

11
．
映
画
。
英
語
で

言
う
と
？

12
．
○
○
の
き
い
た

ワ
イ
シ
ャ
ツ

か
ぎ
を
解
い
て
二

重
枠
に
入
る
５
文
字

で
、
高
知
県
内
に
あ

る
四
国
88
カ
所
霊
場

の
お
寺
の
名
前
（
○

○
寺
、
解
答
に
は
寺

を
つ
け
て
ね
）
を
作
っ

て
下
さ
い
。
①
解
答

②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名(

匿
名
希
望
の

方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
、

た
だ
し
本
名
は
忘
れ
ず

に
お
書
き
く
だ
さ
い)

④

職
場
名
⑤
職
場
の
話
題

か
教
育
通
信
の
感
想
、

を
書
い
て
メ
ー
ル
ま
た

は
葉
書
で
送
っ
て
下
さ

い
。
締
切
は
９
月
19
日

（
金
）
【
今
回
は
早
い

で
す
。
ご
注
意
を
】
。

３
名
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
。
⑤
は
紙
上

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
６
月
号
の
当
選
者
】

「
最
御
崎
（
ほ
つ
み

さ
き
）
寺
」
（
室
戸
市
・

第
24
番
、
空
海
が
悟
り

を
開
い
た
と
言
わ
れ
る

洞
窟
・
御
厨
人
窟
（
み

く
ろ
ど
）
が
近
く
に
あ

り
ま
す
）
で
し
た
。
抽

選
の
結
果
、
次
の
３
名

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。固

め
の
プ
リ
ン
さ
ん

（
伊
野
商
業
）

ト
ミ
ー
さ
ん

（
南
小
）

酒
井
弘
さ
ん

（
吉
川
小
）

【
み
な
さ
ん
の
声
よ
り
】

○
水
位
を
下
げ
て
の
プ
ー

ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
〜
３
人
プ
ー
ル
に
入

り
、
１
人
上
か
ら
監
視

し
て
熱
中
症
対
策
で
１

５
分
間
経
っ
た
ら
水
分

補
給
し
て
い
ま
す
。
研

修
と
か
人
間
ド
ッ
ク
等

で
人
が
確
保
で
き
な
い

時
は
水
泳
が
で
き
な
い

時
が
あ
り
ま
す
。

○
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
大

好
き
で
す
が
、
教
養
が

な
い
た
め
、
い
つ
もGemi

n
i

に
聞
い
て
い
ま
す
。

と
て
も
便
利
な
機
能
で

す
。
子
ど
も
た
ち
も
、

い
つ
の
間
に
か
、
辞
書

を
使
っ
て
調
べ
る
こ
と

を
忘
れ
、
グ
ー
グ
ル
に

頼
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
便
利
さ

を
得
れ
ば
失
う
も
の
は

大
き
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

○
６
月
中
旬
か
ら
１
学

期
末
ま
で
の
ひ
と
月
余

り
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
日

本
の
親
戚
宅
に
滞
在
中

の
２
名
が
体
験
学
習
に

来
校
。
６
月
よ
り
中
２

の
生
徒
は
６
年
、
小
６

の
児
童
は
５
年
教
室
に

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日
本
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
と
聞
き
不
安
だ
ら

け
で
し
た
が
、
子
ど
も

達
は
臆
す
る
こ
と
な
く

身
ぶ
り
手
ぶ
り
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
翻
訳
機
能
を

駆
使
し
て
積
極
的
に
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
日

に
日
に
打
ち
解
け
て
い

く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

学
期
末
、
お
別
れ
を
兼

ね
た
お
楽
し
み
会
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し

む
姿
に
、
言
葉
の
壁
を

超
え
た
温
か
い
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。
一
緒
に

過
ご
し
た
時
間
は
、
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
戦
争
と
平
和
を
考
え

る
資
料
展
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
戦
後
80
年
に

ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た

展
示
、
同
日
行
わ
れ
て

い
た
万
人
坑
の
講
演
会

も
素
晴
ら
し
く
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

○
夏
期
休
業
期
間
に
入

り
、
面
接
や
小
論
文
対

策
指
導
で
忙
し
い
毎
日

で
あ
る
。
充
電
も
し
た

い
も
の
だ
。
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メールはこちら

教育実践な

どでお悩みの

方、ぜひご相

談ください。

→

退職したベ

テラン教員が

お話しを

お伺いします。


